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1.はじめに
司法制度改革の重要な柱の一つである‘法科大学院'制度が開設されて 
5年目を迎えようとしている。それ以前に行われていた各大学の法学部
での法学教育とは異なる‘対話形式'の授業に積極的に参加し、すべての 
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単位を取得後には、いわゆる予備校的なマニュアル化された知識の操作
では突破できない新しいタイプの司法試験に合格し、実務の世界に入っ
てからは、この社会に広く‘法の支配'を定着させることを期待された、
質の高い法曹を数多く養成することが法科大学院には求められている。
そこでのカリキュラムは、各法科大学院ごとに特色が見られるところで
あるが、新司法試験の受験科目以外に、基礎法学・隣接科目を置いてい
る点は共通で、あろう。通常その中に英米法をはじめとする外国法科目が
含まれているわけであるが、日本の実定法にほぼ限定される司法試験と
直接関係のない外国法が、新設の法科大学院の授業科目として一定の存
在意義を有するとすれば、それは実際にはどういうものであろうか。
このことは、より一般的には、日本における外国法研究の意義を考え
ることにも通じる問題であると思われる。法科大学院において‘英米法'
という外国法の授業を担当している者として、 2002年から約 1年ずつ滞
在した英仏両国での体験を手がかりに、この問題を考えてみたい。 
2.外国生活の経験
英国のオックスフォード大学法学部での在外研修が始まったのは、日
英同盟締結100周年にあたる 2002年の秋である。また、フランスについ
て言えば、同研修を終えてフランスから帰国した2004年は、ナポレオン
法典(フランス民法典)成立200周年の記念すべき年であり、 1年後には 
1905年政教分離法の 100周年がひかえていた。しかし、この時期は何よ
りも、 2001年の 9.11同時多発テロに対する米国の反応が、イラク戦争
という先鋭な形に結実する前後の時期だ、ったため、欧州から米国という
ものを考えるうえで、極めて貴重な機会を与えられる結果となった。
ところで、このようなタイミングの運不運はさておき、一般的に、留
学或いは在外研修という形で外国生活を経験することにはどういう意味
があるのか。調査・研究の対象を具体的に相当絞り込んで外国に赴く場
合を除けば、普通は、まずその滞在先の国のこと(法制、社会、文化、歴
史等)を、自分自身がそこで暮らしてみることによって、書物や先人の
話から理解していた場合よりも、もっと深く具体的に知ることができる 
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ようになるということが挙げられよう。次には、それを媒介にして、滞
在国以外の第三国についての理解を深められるということが考えられよ
う。筆者の例に即して言えば、英仏両国に実際に自分自身が住んでみる
ことで、この両国のことを以前よりはもう少し自らの実感を伴って知る
ようになり、そのことを通じて、さらに第三国たる米国のことを、従来
とは異なる視点から見られるようになるということである。
しかし、外国生活の経験には、さらに大事な意味があると思われる。
それは、外国経験を通じて新たな‘視点'を獲得することにより、自分の
調査・研究の対象についての自らの無意識の思い込みゃ誤解に気づくこ
とができるようになり、何事に対しでも‘相対化'という技術ないしは学
問的姿勢を身につけられるようになる可能性が聞かれるということであ
る。このことは、普段もっぱら日本の実定法の勉強に専念し、日本法の
諸制度・諸概念等を普遍的なものと思い込んでしまう可能性のある日本
の法科大学院生にとって示唆的である。このような基本的認識にたっ
て、本稿では特に英国に重点をおいて、そこで筆者が実際に体験したこ
とをエピソード風に織り込みつつ、法科大学院における外国法学習ない
しは法科大学院時代の外国法研究の意義というものを考えてみたい。 
3.オックスフォードとロンドン一一法学教育及び法曹養成との関連 
(1) オックスフォードでの生活
オックスフォード (Oxford)は、ロンドンから電車で 1時間ほどの距離
にあり、大学のほか官公庁や商業地区など主要な都市機能が大体直径 1
キロ以内に納まってしまうくらいの小さな大学都市である。南部にはテ
ムズ河、東部にはチャーウェル川が流れ、町の周辺部には緑濃い美しい
運河がある。テムズ河では学生がボートの練習をする風景がよく見ら
れ、東京とは比較にならないような、静かで落ち着いた時聞が流れてい
る。ロンドンの通勤圏ということもあって、オックスフォードは住宅地
として近年とみに人気が高く、それまで手をつけられていなかったテム
ズ河沿いの湿地帯を造成して、あちらこちらに新しい住宅が建てられる
ようになった。 
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住む場所の確保はなかなか大変であったが、日本と比べて水道、ガ
ス、電気等のサービスに若干不安があったこともあり、筆者は住宅用の
諸設備がなるべく新しい、テムズ河沿いの新興開発地域のフラット(英
国ではアパートのことを自atと呼ぶ)に住むことにした。そこは、 3階建て
の建物が広い中庭に面して幾棟か立ち並び、敷地全体は暗証番号を知ら
された各戸の住人しか入れないよう、高い塀で固まれていた。裏門のす
ぐ近くは専用の庭がついたフラットになっており、筆者は 1階のそのよ
うな庭付きのフラットに入居することになった。専門職の住人が多く安
全性が売り物の物件であったが、実は裏門の暗証番号装置はず、っと故障
中で、管理会社がそれを修理してくれたのは入居後 2ヶ月ほどたってか
らであった。治安はフラット選ぴで最も重視した点であったので、修理
が済むまで何となく落ち着かなかった。
裏門から出てすぐにテムズ河である。川幅はそれほど広くなく、対岸
の建物の窓際で話している人の様子がよく見える程度である。川沿いの
道に柵はなく、人間に全く恐怖を抱いていない様子の白鳥やきれいなカ
モがのんびり川面に漂っているのであるが、通りかかった学生などがと
きどき、自分の食べていたパンを餌として与え、‘英国紳士'らしい風情
で烏たちに話かけている微笑ましい情景も見られた。英国到着後しばら
くは典型的なインデイアン・サマーの毎日であったが、 11月はじめ頃か
らいよいよ名物の陰欝な天候が始まり、年が明けて本格的な春が来るま
で、冬の東京のようなまともな日光が射す日は稀になった。特にこの年
はイングランド中央部が大洪水の被害に見舞われ、普段は設備の整った
快適な新しいフラットに住んで、いたところが、テムズ河のすぐ近くとい
う立地条件が災いして、あと少しのところで浸水かという恐怖を味わう
ことになった。
市内はすべて徒歩で用が足りる。日本の都市の情景を見慣れた者に
とっては、黄色がかった石の古い建物が、歴史の重みをもって建ち並ぶ
様はまさに芸術的であったが、長年そこに住み慣れた地元の英国人のな
かには、これだけ古い街なのに、建物の色彩について何の規制も行われ
ていないために、商庖街を中心にカラフルな広告などが目立つようにな
り、かつての面影がどんどん失われつつあると慨嘆する者もあった。し 
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かし全体としては、やはり中世以来の大学町の情緒を十分残しているよ
うに思われる。大学のコレッジ (college)は市の中心部より東側に多く点
在し、そのなかには広大な草原 (meadow)や庭園、あるいは運動場を
もっている豊かなコレッジもある。市内は大部分が自家用車乗り入れ規
制区域となっており、パスかタクシー、または自転車が主な交通手段で
ある。学生の多くは自転車を愛用しているが、町の住人と学生との聞に
は緊張関係の長い歴史があり、自転車を離れたほんの短時間のあいだに
盗難の被害にあう学生が結構いるのだとコレッジのスタッフから聞いた
こともある。
法学部は中心部から見ると東北部にあり、建物自体は現代風の味気な
いビルである。その地階の奥のほうに欧州法比較法研究所があり、筆者
はそこの共同研究室に落ち着けることになった。研究所の名称に‘比較
法'が加えられたのはごく最近のことであり、もともとは専ら欧州法、 
EC. EU法のための研究所であったから、アジア人が来たのはほとんど
初めてだったらしい。この研究所に来ていたヨーロッパ各国の研究者や
学生達からは、それぞれの国の法学教育や司法制度について、最新の話
を聞くことができて大変有益であったが、それと並行して、筆者はオッ
クスフォードの法学部の授業をいくつか見学することにした。授業は日
本の法学部で一般的である‘講義形式'であったが、学生からの極めて率
直な質問も歓迎され、総じて聴き手である学生達への配慮が感じられる
授業であった。しかしながら、ここでオックスフォード大学独特の仕組
みにぶつかることになる。いわゆるコレッジ制度である。実は、学生は
法学部の授業に出席する義務はなく、それよりも自分が所属するコレツ
ジでの厳しい個別指導 (tutorialと呼ばれる)が重要なのである。そこで次
に、このコレッジ制度というものを少し見てみよう。 
(2) コレッジ制度
オックスフォード大学には高度の自治を認められた約40のコレッジが
ある。そのなかには 13世紀に遡る歴史を有するものから、戦後の 1960年
代創立の新しいものまで、また 16世紀以来国教会制をとる英国にあっ
て、カトリックなど非国教会系の組織まで、実に多彩なものが存在し、 
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それぞれがその特色を守りながら、学生の教育および各学問領域の研究
拠点として並存している ω。大学と各コレッジとの関係は日本人にはわ
かりづらいものがあるが、両者は権限・責任を分担しており、基本的に
期末試験や学位認定は大学(或いは学部)、それ以外(たとえば前述の個別
指導)は学生が所属する各コレッジが担うという関係である。多くの学
生にとって、コレッジは勉強だけでなく生活の場でもある。コレッジの
重鎮から新入生まで、年齢・性別・専攻分野・出身国そしてコレッジに
おける地位といった点で非常に多様性に富む環境で、学生達は恵まれた
全人的な教育を受けることになる。
コレッジにおける個別指導は、教える側にとっても大変負担の重いも
のであるという。研究所でのドイツ人の同僚は、オックスフォード大学
法学部の正式なスタッフ (lecturerという地位)としてドイツ法概論の演習
を担当しており、そのクラスのなかで特に優秀な学生の個別指導の際、
その学生本人の同意を得た上で筆者に同席を認め、いわゆる‘tutorial'
なるものがどのようなものなのかの感触を得させてくれた。これは各学
生に応じて課題を与えるものであり、学生は 1対 1の密度の濃い時間を
厳しい雰囲気のなかで過ごすことになる。時には複数の学生が一緒に指
導を受けることもある。その場合は、異なった考え方をもっ学生とのや
り取りで、一人だけの指導の場合には期待できないような展開もありう
るのである。いずれにせよ、個別指導では相当大変な課題が毎回出さ
れ、教える側のみならず、学生にとっても気の重い日々なのである。
そのような毎日の生活のなかで、同世代の者達と‘ホール (hall)，と呼
ばれる(コレッジ内の)大食堂で食事をともにすることは、学生にとって、
オックスフォード大学という長い伝統を誇る国際的な高等教育機関で学
べることの幸運を自覚し、同時に、っかのまの気分転換をすることがで
きる貴重な機会となっているように思われる。戦後に創立された新しい
コレッジのなかには、伝統的コレッジのような暗く重々しいホールとは
異なった、明るく開放的な大食堂をもつものもあるが、ここでは、何よ
りも伝統を重んじ、時代に合わせてコレッジのしきたりを少しずつ調整
してきた代表的な古いコレッジをひとつ取り上げ、将来の国家の指導層
を構成することを期待された若者たちが、オックスフォードでの大学時 
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代にどのような経験をしているのかを見てみよう。 
(3) ‘食事をともにする'ことの重要性一一クライスト・チャーチを例に 
① クライスト・チャーチというコレッジ
オックスフォード大学の多くのコレッジの中で、最大の規模を誇り、
すべての観光客が必ず訪れる観光名所ともなっているのがクライスト・
チャーチ (ChristChurch)である。正面入り口に見上げるばかりの巨大な
塔(12世紀に大法官に登用されたのち殉教したカンタペリー大司教トマス・
ア・ベケットにちなんで'TomTowerと名づけられた鐘楼)を擁し、宗教改革
と密接に関係したその経緯から、コレッジの礼拝堂がオックスフォード
主教区のカテドラルをも兼ねるという、英国国教会系神学の分野で高名
なコレッジである。法学部へ通うたびに必ずこのコレッジの前を通って
いたが、コレッジと直接の関係をもたない者がその内部にはいれる見学
時間は限られており、また見学するとしてもそれは単に建物や庭園など
をながめて歩くのみであり、実際に学生やフエローがどのようにそこで
時間を過ごしているのかを窺い知ることはできない。
そのようななかで、内部のメンバー達とともに時間を過ごせる貴重な
機会が“ホール"(前述の大食堂)での食事ということになる。コレッジ所
属のフエローないしはそのコレッジの卒業生に招待されれば、そのよう
な経験をすることができる。クライスト・チャーチはもともと 1525年に
ウルジー (ThomasWolsey)枢機卿が別の名前で、設立したものであるが、
まもなく彼は時の国王ヘンリー 8世の婚姻無効の承認をローマ法王から
取り付けるのに失敗して失脚し、代わってヘンリー 8世自身がコレッジ
設立の事業を引き継いで、 1546年に改めてクライスト・チャーチという
名で設立したとされる。そのため、ホール最奥の一段高い教壇のような
部分に置かれた長い食卓(高い場所にあるから‘ハイ・テーブル(highta-
ble) ，と呼ばれる)の中央部分を見下ろしている壁の肖像画は、ヘンリー 
8世の正装の姿なのである。ホールでの夕食の際、その日の主賓がハ
イ・テーブルの中央に壁を背にして座るため、一段低いフロアで食事を
とっている学生達からは、主賓がヘンリー8世を背負って食事している
ように見えることになる。 
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クライスト・チャーチを含め、 16世紀頃までに設立された古いコレッ
ジのホールでの食事は、その手JlI貢・形態にそれほど大差はないと考えら
れるが、その中でも特に‘紳士気取り (snobbish)，で有名なクライスト・
チャーチでの夕食の様子をここで具体的に紹介したい。ちなみに、この
コレッジは今までに13人の首相を輩出してきたほか、名誉革命はじめ米
仏両国にも多大の影響を与えた著名な哲学者・政治学者であるジョン・
ロックや、北米ペンシルヴェニア植民地の創始者として名高いウィリア
ム・ベンもここの出身である。なお、大食堂を意味する‘ホール'と同
様、現地の雰囲気をなるべく忠実に伝えるために、以下では‘夕食'では
なく‘ディナー'という原語を使うことにする。極めて儀式的な外観を呈
してはいるものの、実はコレッジのディナーというのは、英国社会を理
解するのに役立つ思いがけない発言を耳にしたり、ユーモアのセンスの
競い合いといったいかにも英国的なものに接したりすることのできる貴
重な、そして同時にとても楽しいひとときなのである(ヘ 
② “ディナー"の実態
ここでは、いつもより充実したメニューが用意された初冬のある晩の
ディナーの様子を述べることにする。
クライスト・チャーチのホール入り口の脇には、待ち合わせに好都合
なパーがあり、ディナーに筆者を招待してくれた同コレッジの卒業生
が、まずここでその日の彼のもう一人の招待客である裁判官に筆者を紹
介した。このバーは学生達も利用している。簡単な自己紹介を済ませた
あと、まだ人気のないホールを通り抜けて、正面のハイ・テーブルの端
にある狭い出入り口から階下に降り、広々としたクラシックな雰囲気の
サロンに足を踏み入れた。赤みを帯びた柔らかな色調の照明のなか、大
学独特の黒いガウンを羽織ったコレッジ関係者やその招待客たちが静か
に談笑している様子は、まるで映画のなかの情景のようである。ここに
集っているのはハイ・テーブルで食事をする人々である。その日の主賓
はここで出席者全員と言葉を交わし、様々な要素をすばやく考慮してハ
イ・テーブルでの席次を決め、定刻になると皆を先導して階上のホール
に向かうことになる。
ディナー開始の時間となり、席次の順に一列に並んで、ホールに入場し 
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た。すでにホールのフロア一席にはガウン姿の学生達が整然と起立して
待っており、何メートルあるかわからないような長い学生用テーブルに
等間隔に取り付けられた数多くのランプが暖かいオレンジ、色の光を放っ
ていた。初めてこの情景を見たときは、まるで中世にタイム・スリップ
したような錯覚に捉われたものである。筆者は畏れ多くもヘンリー 8世
にかなり近い席を与えられ、食事そのものよりも、その場の雰囲気だけ
で十分満足して帰宅することができた。クライスト・チャーチのハイ・
テーブルでは、メニューが学生用とは異なっており、また各種の高級ワ
インが次々に供される点も学生席とは違っている。また、オックス
フォード大学では行事等でラテン語が使われる場面が結構多いのである
が、ホールでのディナーを始めるにあたって係りの者が唱える祈りもラ
テン語iである。
かつてはハイ・テーブルでの食事が終わるまで学生達は退出できない
ことになっていたそうであるが、現在では食事が済み次第、各自が自由
に退出できる。またこのコレッジでは長い間、男子学生達にガウンの下
にはスーツを着用してディナーに臨むよう義務付けていたが、これも今
日では廃止された。しかし他のコレッジと比較すれば、クライスト・
チャーチはまだまだ伝統尊重の度合いが強いようである。ホールでの食
事が済むと、ハイ・テーブルにいた者達は再度ホール下のサロンに戻
り、食後酒やデザート、コーヒーなどを片手に談笑するということにな
る。コレッジによっては、ホールでのディナーのあとに中庭を横切って
別棟にある部屋に行き、そこで新たな席次を決めて会話の相手を自然に
変化させ、さらに最後のコーヒーを別室に用意して、再度また違う出席
者との接触をはかれるようにしているところもある。場所を変えるたび
に、それまで、話す機会の無かった出席者と、ごく自然に会話を始められ
るこの仕組みによって、ディナーに参加すれば思いがけない話も聞ける
ことになるのである。
このように、ホールでの食事(ランチあるいはディナー)というのは、
普段なかなか知り合うことのできないコレッジ内部のメンバーと話がで
きるよい機会である。そのような機会のなかで、特に印象に残ったのは、
オックスフォード大学の使命についての或るコレッジの長老の言葉であ 
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る。彼によれば、「学生が将来どのような分野に進もうとも、そこで
リーダーシップを発揮できる人間に育てることが、本学での教育の目的
である」ということだった。生活面では例えばホールの厳かな雰囲気の
なかでのディナー、勉強面では厳しくもきめ細やかな個人指導など、将
来の各界のリーダーを嘱望された学生達は、実に恵まれた経験を大学時
代に積み重ねて各分野に進んでいくのである。
これは法曹についても同様である。法曹一元制の英国で最も尊敬され
ている法律家である裁判官一ーその中にはオックスフォードとケンブ
リッジ両大学の卒業生が多く含まれている一ーが、「極めて同質的な社
会上層部の人間(特に男性)で占められている」という批判は、裁判官に
なるために必要な法廷弁護士(barrister)の資格取得の問題性もあって、
十分根拠がある批判だと考えられるのであるが、コレッジのディナーを
実際に体験してみると、そのような特別の経験を共有してきた者達が、
それなりの自覚をもって法曹界にはいっていくということが、実感を
{半って理解されるのである。そしてそのような者がある意味で同質的に
見られるのは当然であろう。コレッジで‘食事をともにする'ことがいか
に深い意味を有するか、実際にその場に自らをおくことで多少なりとも
理解できたように思う。 
( 4) ロンドンの法曹学院とクラブ 
① 法曹学院
英国においては、一般に大学の学部段階で法学教育を受けたあと、前
述のパリスタ(法廷弁護士)とソリシタ (solicitor。事務弁護士)との違いに
応じて、それぞれ実務的な訓練をうけ、両者の会員組織が有する各法曹
教育機関での試験を経て、パリスタ或いはソリシタとしての資格を得る
ことになる。しかしながら、判例法の形成に関与しうる一般的管轄権を
有する‘上位裁判所(superiorcourt)'の裁判官は、制度上ほぼ全員がパリ
スタ出身であり、そのパリスタを養成する中心的な自治組織が中世以来
の歴史を有する‘法曹学院(Innsof Court)'である。古くは十余りのイン 
(Inn)があったが、現在はその中の4つ(Lincoln's Inn、Gray'sInn，Middle 
Temple、InnerTemple)のみがロンドンに存続している。 
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法曹学院の起源は、開廷期にロンドンに集まってきた法曹たちの定宿 
(inn)にあるが、その後それはパリスタ志望者を先輩パリスタが教育す
る機関へと変貌した。パリスタになろうとする者は必ずどれかのインに
所属し、イン内の大食堂(‘ホール，)で、所定の回数の食事を先輩パリ
スタとともにすることが義務付けられている。ここでもやはり‘食事を
ともにする'ことが重要視されていることに注目していただきたい。筆
者は上記4つのうちInnerTempleを見学したが、そこのホールは外見的
にもまさに伝統あるコレッジのホールと同種の空間であり、人間的資質
の発展に焦点を当てた、オックスフォードのコレッジでの教育スタイル
が、法実務家養成の中核的機関においてもそのまま引き継がれているこ
とに、英国の法曹養成の本質的特徴の一端を見出した気がした。そして
晴れてパリスタの資格を得て法曹として活躍し始めた者達は、今度はい
わゆるクラブ(gentlemen's c1ub)に集うようになる。 
② クラブ
フランスの‘カフェ'に対して、英国では‘クラブ'が人々の暮らしを語
るときに欠かせないと言われる。筆者はあるクラブの会員である P弁護
士の御厚意により、‘クラブの中のクラブ'と言われるロンドンの或るク
ラブを訪れる機会を与えられた。そこでの体験を簡単に紹介したい。
そのクラブはロンドン中心部のPallMallという地区にあり、クラブの
名前を象徴する人物の美しい彫像が、建物正面を見守る形でたっている
のが目印である。重厚な件まいの建物にはいると、丁重に用向きを聞か
れる。 P弁護士とともにまずバーに行き軽い飲み物を注文し、つぎに景
色に恵まれた広い食堂でランチをとった。サービスするスタッフは会員
の名前をすべて記憶しているようで、会話の最後に会員の名前をさりげ
なく加える。本来クラブは‘gentlemen'sclub'という名の示すとおり男
性専用のものであったが、時代の変化に伴い、このクラブでさえも正式
に女性会員を最近受け入れるようになったとのことであった。食後に
は、 2階にある談話室(commonroom)に上がってコーヒーなど飲みなが
ら、話をしたり、備え付けの新聞・雑誌を読んだりしてくつろぐ。実は
オックスフォードのコレッジにもこれとよく似た談話室があり、食事の
あとゆっくり過ごしたサロンは、教師用の‘seniorcommon room'であ 
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ることが多い。こうして、大学のコレッジに続いて、法曹学院、そして
クラブと、そこに一貫して存在する組織内交流の態様の特性とでも言う
べきものを見出したのである。
ところで、筆者が訪れたそのクラブの会員には、法律家と英国国教会
の聖職者が多いとのことである。この 2つの職業は英国社会の上層部を
構成するものであり、まさに二重の意味でこのクラブはエスタブリッ
シュメント (Establishment)のためのクラブなのである (3)。クライスト・
チャーチを創立し直したヘンリー 8世によって樹立された英国国教会
が、その後長くその権威を保ち、国家機構のなかで一定の影響力を確保
し続けることができたのは、それぞれの時代の英国の最高の知性が国教
会の神学、そして場合によっては教会法を中心とした法学をも修め、聖
職者になっていったからだと言われている ω。最近は他のヨーロッパ諸
国同様に、社会の世俗化の進行が著しい英国ではあるが、このようなク
ラブのあり方から眺めてみると、伝統的な英国社会の支配層が確かな存
在感をもって、国教会を有する英国という国・社会を支えていることが
見て取れるように思われるのである。 
(5) 伝統の重み
これまでオックスフォードおよびロンドンでの筆者の見聞を中心に、
大学のコレッジ、法曹学院、クラブといった法学教育及び法曹養成と関
連する英国独特の世界を描いてきた。そこに一貫して見られるのは、時
代とともに不可避の変化を受け入れながらも、古き良き伝統の核心的部
分はできるだけ守っていこうとする強い意志であるように思われる。司
法制度のなかの裁判所制度を考えた場合、英国の裁判所制度ほど歴史の
香りが感じられるものはないと言われるへそれは単に裁判官が今でも
ウイツグを被って法廷に臨んでいるといった外面的なことにとどまら
ず、法を担う人材の育成というより深い次元で、一層あてはまることな
のではないかと考えられる。
英米法系のもう一方の代表国である米国も、固としての歴史は決して
長くはないものの、南北戦争以後は戦場となることもなく今日に至った
社会であり、特に法学教育及び法曹養成という観点からは、 19世紀後半 
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に米国型ロー・スクールでの法学教育の基本型が定められてから、その
方法が今日まで維持されてきたと言えよう(ヘ
これに対して日本の場合は、明治維新と1945年という大きな節目があ
り、国家と社会はその都度大変革を経験している。法という側面につい
て言うならば、明治維新以後の日本は欧米先進国とくに大陸法系諸国に
ならった法制度を整え、法学教育も大陸法的なものが採用された。 1945
年をさかいに英米法系のなかの米国法の影響が法分野によってはかなり
強まったが、法学教育については大学の学部段階での専門教育という制
度が維持された。 2004年から始まった‘法科大学院'という法学教育の新
制度は、上記の二度の大変革につぐ重要な司法制度改革であり、長い年
月を耐えた伝統的な法学教育あるいは法曹養成制度というものをもって
こなかった日本だからこそ、実現が可能になったと考えることができる
のであろうか。オックスフォード大学法学部で憲法・ EU法を担当して
いる高名な教授が、「自分は世界の多くの国で法学を教えてきたが、世
界的に見れば、米国風の法学教育制度は圧倒的に少数派である。英国は
自国の法学教育制度に自信をもっているから、米国流の異質の制度を英
国で採用してみようなどと考えもしない。日本は大変であろう」と言わ
れたことを今でも鮮明に思い出すのである。 
4.国家と宗教との関係 
(1) 基本的視座
宗教を国法上どう位置づけるかは、単なる法制度の問題ではなく、そ
の国家の本質にかかわる問題である(の。このような視座から英仏米日の 
4カ国を比較して見ると、英国は16世紀のヘンリー 8世の時代以来、国
王(あるいは女王)が宗教的な最高権威をも有する国教会制度の国家、対
岸のフランスは、 18世紀の大革命によってそれまで特権的地位を享受し
てきたカトリック教会を国家から切り離し、その体制を維持するための 
1905年政教分離法の制定などを経て、 1946年以来‘非宗教性(laIcite。以
下ではライシテと表記)，を憲法上の国是としてきた厳格な政教分離国で
ある(ヘ米日両国はフランス同様、憲法上は政教分離体制をとっている 
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が、フランスから見ると、米国は「宗教と共存できる共和国という特権
的なモデルJ(9)として存在しているのである。
このように、視点を変えれば対象の見え方がはっきりと異なってくる
可能性に留意しながら、以下では、政教分離制の対極にある国教会制を
採る英国で、筆者が両制度の違いを痛感した具体的事例を紹介したい。 
(2) 具体例
まず、英国にはコモン・ロー上の犯罪として涜神罪という犯罪類型が
中世以来存在するが、罰金又は拘禁刑が科されうるこの涜神罪が実際に
適用されることは最近ではほとんど見られない。歴史的に概観すると、
宗教改革以降の国教会制度のもとでは、それより前から存在していた涜
神罪が、国家の統治権者の正統性を基礎付けるために重視された宗教的
権威を守ることに主眼が移ったため、それにともなって、国家あるいは
英国国教会を保護することがその主たる目的とされるようになった。し
かし近代以降は、国家の統治権者の正統性は国民の同意に基礎付けられ
るようになったため、涜神罪の存在理由も変化し、今日では個々の信者
の宗教的感受性の保護を目的とするものと理解されている。ただ英国の
涜神罪で注意しなければならないのは、それがあくまでキリスト教、特
に英国国教会に限定して涜神的行為からの保護を与えている点であ
る(10)
このことは、今日のロンドンやオックスフォードの街で痛感する英国
社会の民族的・宗教的多様化という現実を考えた場合、深刻な問題を提
起するであろうことは想像に難くない。端的に言えば、たとえばイスラ
ム教への冒涜は、英国の涜神罪の関知するところではないのである。こ
れは、(イランの最高指導者ホメイニ氏により死刑宣告を行われた)サルマ
ン・ラシュデイ氏による小説『悪魔の詩Jをめぐる事件で現実となっ
た(11)。周知のように、移民の増加とともに英国も多民族・多宗教・多文
化社会へと変容を遂げつつあるが、刑罰をもってキリスト教とくに英国
国教会を保護する制度をいまだ存置しているところに、政教分離体制の
対極にある国教会制を具体的に理解する手がかりを見出した気がした。
政教分離制と国教会制との違いを筆者が強く認識させられたもう一つ 
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の出来事は、(国王・女王に次ぐ宗教的権威を英国国教会のなかで認められ
ている)カンタベリ一大主教の人選を、ブレア首相(当時)が中心となって
行っていたことである。さきに詳述したクライスト・チャーチでのディ
ナーは、この点でも大変意義深い経験であった。というのは、その夜の
主賓であった同コレッジ所属の神学の教授から、「今日のディナーでは、
ブレア首相の密使がハイ・テーブルに同席しますよ。どのゲストがその
人物かは誰にも教えることはできないが、しばらく空席になっているカ
ンタペリー大主教の候補者選定が大変で、首相はあちこちに密使を放っ
て情報収集しているのです。神学研究で有名なこのコレッジにも勿論そ
ういう任務の者が来るわけです」とディナー直前に聞かされたからであ
る。
ここにもコレッジのディナーというのが、いかに興味深い場であるか
が現れていると言えようが、本論にもどって結論を言えば、その後まも
なく新しい大主教が誕生したのである。それはかつてクライスト・
チャーチに所属していた、神学者としても評価の高いウィリアムズ師で
あった。ロンドンでの大主教就任式のあとほどなく、彼がオックス
フォード大学で‘里帰り'講演した際は、大学内の会場を埋め尽くした聴
衆が、彼を暖かい拍手で迎えたことはいうまでもない。ちなみに国教会
の実質的トップの人選に尽力したブレア氏は、昨年首相の座をおりたあ
と、クリスマス直前の12月21日に、かねて噂されていたとおり国教会か
らカトリックに改宗した。英国の憲法上、首相がカトリック教徒であっ
ても問題はないが、首相在任中の改宗には政治的に様々な問題が予想さ
れたため、辞職後のタイミングを考えていたといわれる(ロ)0 
(3) 示唆
現在ヨーロッパにおける世俗化の傾向は顕著であり、人々は自分たち
の国・社会の伝統の基底をなしていたはずのキリスト教のことを、ほと
んど意識することもなく日々の生活を送っているように見える。しかし
本当にそれだけなのであろうか。 
2003年春に米国が開始したイラク戦争は、一貫して米国を支持し続け
る英国(ただし英国民の大多数はそのような政府の方針に反対しており、そ 
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のことがブレア首相への国民の信頼を決定的に低下させることになった)と、
米国の政策に反対の姿勢を鮮明にした独仏というように、欧州を分裂さ
せたかに見えたが、こと宗教に関して言えば、世俗化の進行が止まらな
い欧州と、大統領から普通の市民まで、宗教のことを公的領域で語るこ
とを跨踏しない宗教熱心な米国というように、欧州、比米国とが宗教をめ
ぐって分裂していると言われる状況なのである。ある国の国民がどれく
らい宗教的なのかを、外部の者(外国人)が限られた期間で正確に把握で
きるわけもないが、ここでは筆者が直接見聞したことを手がかりにし
て、英仏米の 3カ国における国家と宗教との関係について気がついたこ
とを記しておきたい。
まず英国の状況であるが、国教会、カトリック教会とも、日曜日に礼
拝(ミサ)に出席する人はあまり多くない。一方、米国でさかんな(プロテ
スタントの)福音主義派の教会は、英国でも信者を増やしてさかんに活
動しているという調査結果もある。しかし、ある程度の規模の町の場
合、そこのカトリックの教会で日曜日に必ず 1度はラテン語のミサが行
われるのは、フランスではなくむしろ英国のほうであり、国教会制下の
カトリック教会の非主流性を考慮するならば、英国での宗教性がそれほ
ど全体的に希薄になっているとも断定しかねる状況が存在するのであ
る。また、英国民にとってはあたりまえの光景であろうが、王室関係の
儀式はカンタベリー大主教の司式の下に、宗教的色彩をもって行われる
のであり、王室の存在も含めて、英国社会の根底にはキリスト教的基盤
があることに気づかされる機会はそれほど稀ではない。
また最近は、ヨーロッパ共通の課題とも言うべきイスラム教との共存
という問題があり、英国でもさきに述べたアッラーの神への冒涜には涜
神罪は不適用といったような、間接的に英国がキリスト教国であること
を思い起こさせる仕組みも存在している。そもそもかつて英国が世界各
地に進出して新領土を広げていったとき、そこにどのような法を通用さ
せるかを決定する際に、すでにその土地にキリスト教徒が定着している
かどうかということが判断の決め手になったのであり、もしキリスト教
徒が住んでいれば彼らの法をそのまま尊重し、それ以外の場合は即時英
国法が新領土における法となるというのがコモン・ローの建前であっ 
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た。ここには、英国法の基礎にはキリスト教があり、それゆえ英国法は
尊重に値するが、非キリスト教徒たちの法は信頼できるものではなく、
法として尊重されるに値しないという認識があったのである。 21世紀を
迎えた今日、このような意識は完全に英国の人々から失われたと言える
のであろうか。以前と比べれば相当薄弱になったとはいえ、やはりキリ
スト教が自分たちの国家の様々な制度の基底にあるという意識を、英国
民はもっていないだろうかω。
これに対してフランスでは、筆者が滞在当時、公立学校でのイスラム
教徒の女子学生のスカーフ着用問題が再燃していた(凶。伝統的にカト
リックが支配的な宗教として存在してきたフランスであるが、憲法上は
前述のライシテ(国家の非宗教性)の国是が明確にされており、日曜日の
ミサ出席者も減少傾向で、世俗化が顕著といわれている。しかし皮肉な
ことに、ますます存在感の増すイスラム系住民との対峠のなかで、いち
おうキリスト教徒であるフランス人が、自らのアイデンティティを宗教
的伝統の中に求めているようにも見えるのである。またフランスで暮ら
してみればすぐわかることであるが、この国の公的な休日はすべてカト
リック教会での祝日を前提にしたものである。これはフランス国内に相
当数いるプロテスタントのフランス人信者にとっては、違和感を禁じえ
ない事柄であるという。
このように、英仏両国とも、主流の宗教とは異質の要素が圏内に存在
するようになって社会に何らかの車L牒が生じてくると、各社会の基層に
ある宗教的な次元が顕在化してきて、「そこにはやはり多くの国民に共
有されたある宗教的土台が存在しており、それが普段の生活のなかでは
意識されることもなく生き続けていたのだ」と人々自身が気づくように
なるといえるのではなかろうか。
宗教的な権威・権力が国家を覆いつくしていた時代を経験している
ヨーロッパでは、そのような歴史があるがゆえに宗教への厳しい姿勢が
生まれうる。そのため、英国の場合は、宗教を完全に世俗権力の支配下
においてしまおうとする国教会制度が考案され、他方フランスでは、公
的領域から宗教を徹底的に排除することで、多様な人々を抱える共和国
の一体性を維持しようとする厳格な政教分離制が採られたといえよう。 
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きわめて限られた体験ではあったが、国家と宗教との間のこれだけの緊
張関係を秘めたうえでの世俗性(の外観)なのだということを、筆者は英
仏両国について感じたのである。
このような認識は、宗教的に息苦しかったヨーロッパから新天地を求
めてアメリカに移住した人々の志向を理解するために、何らかのヒント
を与えてくれるように思われる。すなわち、新大陸に移住した人々は母
国の体制とは異なる‘自由'な社会を強く希望していたであろう。しかし
ながら、やはり母国での経験は移民たちの記憶のなかに深く刻み込まれ
ているのであり、新大陸に誕生した植民地のなかには国教会制を敷いた
ものも多かったのである。またそれとは対照的に、政教分離体制をいち
はやく採用したり、宗教的寛容を最大限重視した植民地もある。多様な
植民地の共存の中で制定にこぎつけた米国の連邦憲法の本体には、国家
と宗教との関係についてあまり踏み込んだ、規定は置かれなかった。その
のち基本的人権の保障のために採択された修正条項目箇条のなかに、初
めて政教分離条項(修正 1条)が入れられたのである。このような歴史的
背景のもと、その後米国は‘平等'よりも‘自由'の価値を優先する形で、
宗教的‘自由'を最大限保障し、「宗教と共存できる共和国J(15)として、独
自の政教分離体制を発展させていったと捉えることができるのではない
だろうか。
ひるがえって日本は、憲法規定上は米国に似た政教分離体制を国是と
しているが、そのあり方を考える際は、同じく政教分離制といっても米
仏のように相互にかなり異なる体制が存在していること、さらには、国
教会制という政教分離の対極にある制度をとる英国の現状についても、
決して公的領域に見られる宗教性が人々の日常生活にそのまま反映され
ている状況ではないこと等、それぞれの国の歴史的社会的特徴をよく把
握したうえで国家と宗教との関係を考察する必要があることを十分認識
しながら、問題に取り組むことが大切であろう。 
5.結語
本稿では、英国滞在中の実際の体験を踏まえて、筆者が法学教育及び、 
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法曹養成に見られる英国的特徴ではないかと考えたことを示すととも
に、国家と宗教との関係という具体的な研究対象に関して、英仏両国さ
らにはそれに日米を加えて相互に比較考察してみると、どのようなこと
に気づくかということを述べてきた。外国で生活をしてその国について
の正確な認識を深め、それによって今までの自分にはなかった新しい視
点を獲得できれば、それまでとは異なる角度から様々な具体的研究対象
に光をあてることが可能になるは6)。それはその研究対象についての理解
が進むことを意味するが、もしその研究対象が外国の事象を扱うもので
あるならば、その理解が進むことで、今度は日本におけるその問題・研
究対象についても、より本質的な理解に到達することが可能になると言
えるのではないだ、ろうか。
たとえば日本で‘米国における国家と宗教との関係'を研究対象にした
場合、対象国の米国に滞在してみることは、そのような経験を全くしな
いよりははるかにのぞましいであろう。しかし、この問題に関する両国
の憲法的枠組みは政教分離という形で類似しており、それと同時に一方
ではまた、日米それぞれの社会の成り立ちは極めて異なっているという
関係にある。様々の分野で米国の圧倒的存在感を認めざるを得ない日本
においては、米国流の制度や発想の影響があまりにも大きすぎるのでは
ないかと推測されるが、そうだとすると、日米二カ国に共通に見出され
る事象が普遍的な性格のものだと安易に思い込んだり、あるいは両国の
社会の違いに圧倒されて、この研究対象に関して有意味な考察を成しえ
なくなったりするおそれがないだろうか。少なくとももうひとつ別の国
からの視点を加えることで、日本からする米国国教体制の理解が安定性
をもちうるようになるのではなかろうか。その場合、日米両国の政教分
離体制とはかなり異なる国教会制や、国家の非宗教性を厳しく追求する
厳格分離体制の観点を取り入れれば、米国のこの点に関しての理解もい
わば奥行きをもった、より正確なものになりうるのではないだろうか。
これをさらに突き詰めてみれば、ここには法科大学院における外国法
科目の存在意義、またより一般的には、法科大学院時代における外国法
研究の存在意義というものを考えるヒントが見出されると考える。すな
わち、日本の実定法の勉強に専念するだけでなく、外国法を学んでみる 
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ことで、今までにはなかった新しい視点を獲得し、そうすることが結局
日本法のより深い理解につながるのではないかということである。これ
は換言すれば、日本法を相対化して見ることができるようになるという
ことでもある。
常に国外の動向にも関心を払い、機会があればできるだけ外国に滞在
してみることによって、自分の視野を広げ、日本と日本法とを跳める視
点を増やそうとする法曹。グローパル化という今日の世界の不可逆的趨
勢のなかで、新設された日本の法科大学院が養成の責任の一端を担う法
曹とは、このような法曹だと考えられないだろうか。そのためのささや
かな、しかし大事な最初の一歩が、法科大学院での外国法教育であるよ
うに思われるのである。
注 
(1) オックスフォード大学の最新の概要については、同大学の公式ホームページ 
(http://www.ox.ac.uk/)を参照されたい。なお「最も長い歴史を有するコレッ
ジはどれか」については、いずれも 13世紀に設立されたといわれるMerton、Bal-
liol、Universityの3つのコレッジが、それぞれ最古であると自称している。 
(2) 何度か招待されたコレッジでのディナーの際に、筆者が実際に加わった会話
の話題としては、以下のようなものがある。イラク戦争の正当性と英国の対米
追随政策、『源氏物語』にみられる日本人の感性、米国流の有名人(セレブリ
ティ)志向の英国社会への浸透、大学教育の国際間競争、木造建築の耐久性、欧
州各国の王室の現状、日本の天皇制と民主主義との関係、礼儀正しい国民性と
いう観点、から見た日英両国、英国人のヨーロッパ観、俗悪なテレビ番組へのあ
るべき規制のあり方など。 
(3) 	 ‘Establishment'には「既存の権力機構、支配層」という意味と、「国教会、
特に英国国教会」という意味とがある。なお、ここで説明したようなクラブは
米国にも移植され、隆盛を極めている。詳しくは綾部恒雄監修・編『クラブが
創った国アメリカH山川出版社 2005年)を参照。また英国のクラブについて
は、川北稔「聞かれた社交・閉じられた社交ーコーヒーハウスからクラブへ」
及び君塚直隆「議会政治の結社ーカールトン・クラブJ(ともに川北稔編・綾部
恒雄監修『結社のイギリス史ークラブから帝国までH山川出版社 2005年)所収)
を参照。 
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(4) これは、オックスフォード大学の正式のコレッジとしての地位も承認されて
いるカトリックの修道院BlackfriarsHallにおいて、カトリック教会法の講義を
担当していたカトリック司祭兼パリスタが述べられたことである。 
(5) 田中英夫『英米法総論(下).1365頁(東京大学出版会 1980年)参照。 
(6) 田中英夫編集代表『英米法辞典.1942頁(‘Langdell，ChristopherColumbus' 
の項目)(東京大学出版会 1991年)参照。 
(7) 工藤庸子『宗教 vs.国家:フランス〈政教分離〉と市民の誕生.1187頁(講談社 
2007年)参照。 
(8) 	 フランスの政教分離に関する詳細な憲法学的研究として、大石員『憲法と宗
教制度H有斐閣 1996年)、小泉洋一『政教分離の法一一フランスにおけるライ
シテと法律・憲法・条約H法律文化社 2005年)参照。また、憲法学と社会学と
いうこつの異なる視覚から、スカーフ論争を中心にフランスなど西欧諸国での
政教分離の現状と問題点とを論じたものとして、内藤正典・阪口正二郎編著『神
の法 vs.人の法H日本評論社 2007年)がある。 
(9) 工藤、前掲注(7)184頁参照。
制英国における涜神罪については、次の書物に依拠した。 DAVIDFELDMAN， 
CIVILLIBERTIESANDHUMANRIGHTSINENGLANDANDWALES，SecondEdition 
(OUP 2002). 
。1) この事件に関する判例としてR.v.ChiefMetropolitanMagistrate，exparte 
Choudhury[1991J 1 QB429，[1991J 1 AllER306，DC参照。
弘前 SimonCaldwell，Ex-British Prime Minister TonyBlair receivedinto Catholic 
Church，(Dec.24，2007)，availableatCatholicNewsService/USCCB，http:// 
www.catholicnews.com/(lastvisitedDec.24，2007). 
同 同様の指摘をするものとして、押本年異「現代イギリスと宗教一一英国国教
会と多元化・世俗化」小野修編著『現代イギリスの基礎知識H明石書店 1999 
年)198-99頁参照。
。 スカーフ問題については、前掲注(8)の文献を参照。
同前掲注(9)参照。
。。英米法の研究者として数多くの業績を残された故田中英夫教授は、その著書
『アメリカの社会と法一一印象記的スケッチH東京大学出版会 1972年)の‘は
しがき'において、次のように述べておられる。
「…法は、一国の文化の所産であり、その国の思想や社会のあり方と密接に結び
ついているのです。それはまさに、その国の歴史の所産なのです。したがって、
ある国の法を正しく理解しようと思えば、どうしても、その国の社会のあり方、 
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文化的伝統に遡らざるをえないのです。(中略)こういう印象記的な叙述が、こ
れまでにいろいろな方が公にされた多くの学問的叙述とは別の角度から光を当
てることになり、それによって複雑なアメリカ法の理解を助けるよすがともな
れば、私としては望外のしあわせです。」 
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